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小
柴
昌
俊
氏

は
「
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
っ
て
何
の

役
に
立
つ
の
で

す
か
」
と
い
う
阿
呆
な
質
問

に
も
て
い
ね
い
に
答
え
た
。

「
電
子
が
発
見
さ
れ
た
時
、

誰
が
現
在
の
電
子
機
器
だ
ら

け
の
日
常
生
活
を
予
想
し
た

で
し
ょ
う
か
」
と
。

　

原
発
事
故
で
改
め
て
私
た

ち
が
科
学
技
術
の
時
代
に
住

ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
た

が
、
同
時
に
民
主
主
義
下
で

決
定
権
が
私
た
ち
庶
民
に
あ

る
こ
と
の
責
任
も
感
じ
た
。 

　

医
療
の
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
に
関
し

て
人
類
学
者
の
長
谷
川
真
理

子
氏
は
「
せ
っ
か
く
患
者
の

人
権
を
尊
重
し
、
自
ら
の
治

療
に
関
す
る
自
己
決
定
の
機

会
を
与
え
よ
う
と
し
て
も
、

患
者
自
身
に
、
科
学
的
に
も

の
を
考
え
る
態
度
が
無
け
れ

ば
始
ま
ら
な
い
」
と
論
破

し
、
科
学
技
術
の
時
代
に
教

育
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ

ィ
ッ
ク
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。

　

日
本
は
今
も
昔
も
識
字
率

（
リ
テ
ラ
シ
ー
）
の
高
い
国

だ
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・

リ
テ
ラ
シ
ー
と
な
る
と
ど
う

な
の
か
。
さ
ら
に
国
家
会
計

に
監
視
の
目
が
届
く
た
め

に
、
経
理
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
が
急
務
で
な
か
ろ
う
か
。

府
民
の
関
心
薄
い「
都
構
想
」

制
度
改
変
で
福
祉
削
減
は
不
可
避

ダ
ブ
ル
選
挙

ダ
ブ
ル
選
挙

橋
下
府
政
・
平
松
市
政
を
検
証

橋
下
府
政
・
平
松
市
政
を
検
証
⑦

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

　

大
阪
維
新
の
会
が
ダ
ブ
ル

選
挙
の
争
点
と
し
て
掲
げ
る

大
阪
都
構
想
。
し
か
し
、
有

権
者
の
関
心
は
薄
い
。
読
売

新
聞
が
１
日
付
で
報
道
し
た

世
論
調
査
で
は
、
争
点
と
し

て
重
視
し
た
い
問
題
の
１
位

は
「
経
済
活
性
化
や
雇
用
対

策
」（
80
％
）
で
、
２
位
は

「
医
療
や
福
祉
政
策
」（
77

％
）、「
大
阪
都
構
想
」（
47

％
）
は
９
項
目
中
最
下
位
だ

っ
た
。
府
民
と
同
会
の
溝
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

都
構
想
は
、
大
阪
市
と
堺

市
を
廃
止
し
て
特
別
区
に
分

割
し
、
財
源
と
権
限
を
都
に

集
中
す
る
制
度
改
変
だ
。
維

新
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
集
め
た
財
源
で
「
企
業

を
活
性
化
さ
せ
る
空
港
、
港

湾
、
高
速
道
路
、
鉄
道
の
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
」
す
る
と
明

記
す
る
一
方
、
医
療
・
福
祉

な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
は

「（
都
構
想
は
）
住
民
生
活

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
論
じ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

説
明
を
回
避
し
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
同
会

が
す
で
に
打
ち
出
し
、
具
体

じ
る
地
下
鉄
な
に
わ
筋
線

や
、
10
㌔
メ
ー
ト
ル
で
３
千

億
円
以
上
も
か
か
る
高
速
道

路
淀
川
左
岸
線
延
伸
部
の
建

設
、
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
な
ど

の
大
規
模
公
共
事
業
だ
。

　

府
と
市
は
過
去
に
も
莫
大

な
借
金
を
し
て
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
重
ね
て
き
た
。
し
か

し
、
大
阪
経
済
は
落
ち
込
ん

だ
ま
ま
だ
。「
財
源
を
集
中

投
資
し
、
人
や
モ
ノ
の
流
れ

を
変
え
れ
ば
経
済
は
活
性
化

す
る
」
と
の
維
新
の
会
の
主

張
は
、
あ
ま
り
に
も
根
拠
に

乏
し
い
。

　

住
民
向
け
の
施
策
は
特
別

区
に
財
源
配
分
し
て
実
施
す

る
と
い
う
が
、
内
容
は
「
区

が
決
め
る
」
と
す
る
だ
け
で

金
額
さ
え
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
地
方
財
政
の
専
門
家

・
森
裕
之
氏
（
立
命
館
大
学

教
授
）
の
試
算
で
は
、
財
源

の
多
く
が
都
に
吸
収
さ
れ
、

区
は
以
前
に
比
べ
３
〜
４
割

減
収
に
な
る
と
し
て
い
る
。

都
制
度
へ
の
移
行
で
社
会
保

障
の
縮
小
は
避
け
ら
れ
な

い
。

　

結
局
、
都
構
想
は
住
民
の

要
望
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
従
来
型
の
開
発
行
政
を

大
規
模
に
進
め
る
た
め
に
塗

り
固
め
た
行
政
「
改
革
」
に

　

協
会
の
大
阪
市
内
４
地
区

と
理
事
会
が
推
薦
を
決
め
て

い
た
「
大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
」（
以
下
、
会
）
の
市
長

選
予
定
候
補
・
渡
司
考
一
氏

が
立
候
補
を
取
り
や
め
た
こ

と
で
、
渡
司
氏
と
福
井
朗

「
会
」
事
務
局
長
は
９
日
、

保
険
医
会
館
を
訪
れ
、
協
会

三
役
と
大
阪
市
内
地
区
責
任

者
を
前
に
、「
皆
さ
ん
に
大

変
な
迷
惑
を
か
け
た
。
心
か

ら
お
詫
び
す
る
」
と
謝
罪
。

　

協
会
と
結
ん
だ
国
保
料
引

き
下
げ
な
ど
25
項
目
の
政
策

協
定
は
、「（
発
表
に
至
ら
な

か
っ
た
）
公
約
に
相
当
反
映

さ
せ
た
。
お
蔵
入
り
で
は
な

く
、
各
団
体
と
も
協
力
し
て

実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

の
決
意
を
示
し
た
。

　

協
会
は
渡
司
氏
と
政
策
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
事
前
の

報
告
、
相
談
も
な
く
立
候
補

を
取
り
や
め
た
こ
と
は
遺
憾

で
あ
り
、
協
定
を
結
ん
だ
信

義
に
反
す
る
と
、「
会
」に
強

い
不
快
の
念
を
示
し
て
い
た
。

心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ

う
、
国
の
措
置
と
し
て
医
療

費
の
免
除
期
間
延
長
が
切
実

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

に
対
す
る
医
療
費
自
己
負
担

免
除
の
取
り
扱
い
が
、
２
０

１
２
年
２
月
末
で
期
限
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、協
会
・
保
団

連
は
期
間
延
長
を
求
め
る
署

名
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め

た
。
署
名
用
紙
は
今
号
に
同

封
し
て
全
会
員
に
送
付
、
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

被
災
地
で
は
収
入
が
途
絶

え
た
う
え
、
不
自
由
な
仮
設

住
宅
や
避
難
生
活
で
健
康
悪

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
安

　

協
会
・
保
団
連
が
協
力
を

お
願
い
し
て
き
た
①
被
災
地

救
援
募
金
②
被
災
会
員
向
け

の
救
援
募
金
の
募
金
総
額

が
、
10
月
末
で
１
２
８
９
万

３
８
４
０
円
（
①
１
１
６
６

万
３
８
４
０
円
②
１
２
３
万

円
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

心
か
ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
宮

城
県
３
５
５
万
４
６
１
４

円
、
福
島
県
と
岩
手
県
に
各

３
５
５
万
４
６
１
３
円
、
茨

城
県
に
１
０
０
万
円
を
送
金

し
ま
し
た
。
被
災
会
員
向
け

の
募
金
は
、
全
額
を
保
団
連

に
送
金
、
被
災
診
療
所
の
早

期
復
旧
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

募
金
は
10
月
末
で
い
っ
た

続
け
て
い
き
ま
す
。
引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ん
終
了
し
ま
し
た
が
、
協
会

・
保
団
連
は
、
今
後
も
被
災

地
の
一
刻
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
求
め
て
、
取
り
組
み
を

　

27
日
投
票
・
開
票
で
行
わ
れ
る
大
阪
府
知
事
選
挙
で
、
協
会
政
策
部
は
、
府
知
事
選

挙
の
争
点
や
ポ
イ
ン
ト
解
説
の
た
め
、
す
で
に
立
候
補
を
決
め
て
い
る
梅
田
章
二
（
明

る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
）、
松
井
一
郎
（
大
阪
維
新
の
会
幹
事
長
）、
倉
田
薫

（
池
田
市
長
）
の
３
氏
に
公
開
質
問
状
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
実
施
し
た
。

 

（
３
面
に
詳
細
）

田
氏
が
「
反
対
」
と
し
、
松

井
、
倉
田
両
氏
は
「
賛
成
」

と
回
答
し
た
。

「
そ
の
他
」を
選
択
し
、
態
度

を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

　

国
保
の
広
域
化
で
は
、
梅

　

ア
ン
ケ
ー
ト
（
表
）
は
、

▽
歯
科
医
療
関
連
や
社
会
保

障
関
連
の
項
目
▽
都
構
想
や

関
西
州
政
策
▽
国
旗
・
国
歌

条
例
▽
原
発
依
存
か
ら
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
―
―

の
四
つ
の
政
策
を
聞
い
て
い

る
。

　

「
歯
科
口
腔
保
健
条
例
の

制
定
」
へ
の
態
度
に
つ
い
て

賛
否
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
梅

田
氏
と
松
井
氏
の
両
氏
が

「
賛
成
」
と
し
、
倉
田
氏
は

「
具
体
的
な
内
容
が
不
明
な

た
め
回
答
で
き
な
い
」
と
し

た
。

　

「
義
務
教
育
以
降
、
毎
年

無
料
で
歯
科
健
診
が
受
け
ら

れ
る
制
度
の
創
設
」
に
つ
い

て
は
、
梅
田
氏
が
「
賛
成
」

と
回
答
し
た
。
松
井
、
倉
田

両
氏
は
「
そ
の
他
」
と
し

た
。

　

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
年
齢
を
入
通
院
と

も
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
」

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
梅

田
氏
だ
け
が
「
賛
成
」
と
回

答
。
松
井
氏
、
倉
田
氏
は

過
ぎ
な
い
。

　

協
会
は
、
知
事
選
で
「
安

全
・
安
心
、
や
さ
し
さ
の
大

阪
」
を
掲
げ
る
弁
護
士
の
梅

田
章
二
候
補
と
政
策
協
定
を

結
び
、
推
薦
を
決
め
て
い

る
。
同
氏
は
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
の
拡
充
や
国
保
料
引

き
下
げ
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
、
防
災
予
算
の
拡
充
な

ど
を
公
約
。
自
治
体
の
本
旨

で
あ
る「
住
民
福
祉
の
増
進
」

で
暮
ら
し
を
支
え
、
内
需
を

底
上
げ
す
る
経
済
政
策
へ
の

転
換
で
、
大
阪
を
立
て
直
す

こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

大
阪
の
将
来
を
見
据
え
た

選
択
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

（
お
わ
り
）

化
が
進
ん
で
い

る
。
大
阪
〜
関
西

空
港
間
を
５
分
短

縮
す
る
た
め
に
３

５
０
０
億
円
を
投

６分短縮のために3000億円超を投
じる淀川左岸線工事（福島区）　

三
役
・
地
区
責
任
者
に
説
明

協
会
推
薦
の
渡
司
氏
が
辞
退

大
阪
市
長
選

救
援
募
金
ご
協
力
の
お
礼

東
日
本
大
震
災

被
災
者
の
医
療
費
免
除

期
間
延
長
求
め
る
署
名
に
協
力
を

今号同封

梅田氏中卒まで拡充に「賛成」
松井・倉田両氏は態度示さず

子 

ど 

も

医
療
助
成

有力３氏が回答有力３氏が回答
府知事選候補に政策部が質問状

（表）大阪府知事選挙に向けた公開質問状（アンケート）
梅田章二氏 松井一郎氏 倉田薫氏

●歯科口腔保健条例の制定
賛成 賛成 無回答

●義務教育終了以降も毎年無料で歯科健診が受けられる制度の創設
賛成 その他 その他

●乳幼児医療費助成制度の対象年齢を入通院とも中学卒業まで拡充
賛成 その他 その他

●国民健康保険の広域化
反対 賛成 賛成

2012年新年号会員投稿を募集
　機関紙新年号への会員投稿・写真を募
集しています。掲載者には薄謝進呈。
【投稿】700字以内、顔写真を同封くださ
い。①趣味②日常臨床のこと③新年に思
うこと④エッセイや俳句⑤旅行記⑥干支
（辰）に関すること⑦お店紹介⑧震災・
原発問題など
【写真】新年や冬にまつわる風景・人物
写真など。サービス版以上４つ切り以
下。
※ 原稿は、郵便やFAX（06-6568-0564）、
メール（akira_kn@doc-net.or.jp）で新
聞部まで。12月９日（金）必着。


